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New　　     の印は新設の学科及びコースです。

美術・工芸学科を新設

プロダクト
デザイン学科

視覚
デザイン学科

美術・
工芸学科

建築・環境
デザイン学科

新しい
学科・コース構成

長岡造形大学では、時代のニーズに合わせ学生がより広い領域から興味
のある分野を選び、知識・技術・感性を磨いていけるように 2009 年 4
月から新学科・新コースを設置します。今回はその新学科・新コースの
内容をご紹介します。

開学 大学院
修士課程
開設

プロダクトデザインコース

トランスポーテーションデザインコース

リビングデザインコース

ファッションプロダクトデザインコース

ヴィジュアルデザインコース

写真・映像コース

デジタルデザインコース

マンガコース

絵画コース

彫刻コース

金属工芸コース

テキスタイルコース

ガラス工芸コース

建築デザインコース

インテリアデザインコース

ランドスケープデザインコース

都市計画・まちづくりコース

文化財建造物保存コース

遺跡整備コース

N ID New Departments

既存のアート系コースを統合し、美術・工芸学科を新設します。
様々なジャンルの素材、手法を学び、アートとクラフトの新たな
表現の可能性を目指します。

教職課程を開設
美術・工芸学科に教職課程を 2009年 4月から開設します。
中学校教諭１種免許（美術）、高等学校教諭１種免許（美術）（工芸）
が取得可能となります。
※教職課程については 2008年 7月文部科学省へ申請予定です。

マンガコースを新設
県内４年制大学では初めてとなるマンガを学ぶコースを視覚デザ
イン学科に設置します。現場で活躍する人気漫画家や原作者、編
集者などを講師に迎える予定です。

ものデザイン学科を改組、
プロダクトデザイン学科へ
ものデザイン学科を改組し、プロダクトデザインに特化した新し
いコースを設置します。

建築・環境デザイン学科が
 4 コースから 6コースへ
コースの見直しをはかり、 6コースとなります。建築・環境をよ
り専門的に学びます。

造形学部

1~2年次2009年 4月より 3年次で
各コースに配属
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絵画コース
油画（油彩・ミクストメディア）、版画（銅版画・スクリーンプリント）

彫刻コース
塑造、実材表現（木彫、ミクストメディア、テラコッタ、金属）

テキスタイルコース
服地、着物地、スカーフ、風呂敷、手拭い、テーブルクロス、絨毯、タペストリー、オ
ブジェなどの制作

ガラス工芸コース
テーブルウェア、照明器具、ジュエリー（バーナーワーク）、オブジェ、建築装飾

プロダクトデザインコース
家電製品、情報機器、産業機械などプロダクト全般、及びそのインターフェースのデザ
イン

トランスポーテーションデザインコース
自動車、バイク、自転車、鉄道車両など乗り物、動くもののデザイン

リビングデザインコース
ホーム家具、生活雑貨、照明器具などインテリア用品のデザイン

ファッションプロダクトデザインコース
ウエア、バッグ、シューズなどファッションアイテムとしてのプロダクトデザイン

ヴィジュアルデザインコース
グラフィックデザイン、広告、タイポグラフィ、エディトリアル、パッケージ、イラス
トレーション

写真・映像コース
アナログ写真、デジタル写真、ビデオ、アニメーション

デジタルデザインコース
webデザイン、情報デザイン、インタラクティブデザイン、メディアアート

マンガコース
１コマ漫画、ストーリー漫画、編集、ストーリーテリング

プロダクトデザイン学科
家電製品、自動車、家具、日用品、衣服など私たちの身の回りにあるものから産業機械
などの機器・設備にいたるまで幅広いモノのデザインを学びます。

定員 35名 視覚デザイン学科
ヴィジュアル（目に見えるもの）デザインを中心に学びます。新聞、雑誌広告やポスター
のデザイン、本の編集からパッケージデザイン、企業等のマークのデザインまで。また
写真、アニメーション、コマーシャル制作等の写真・映像表現。そして先端のWEBデ
ザインから今や世界中から注目されている漫画まで、その領域は大きく広がっています。

定員 110名

建築デザインコース
住宅、建築、都市・ランドスケープを連続させるトータルな空間として捉えたデザイン

インテリアデザインコース
住空間、商業空間のインテリアスペースのデザイン、博物館、イベント空間のディスプ
レイデザイン

都市計画・まちづくりコース
都市計画・まちづくりの調査・研究・計画・実践

文化財建造物保存コース
文化財建造物の保存、修復、活用のための調査・研究・提案・実践

遺跡整備コース
歴史的に価値のある遺跡の保存、修復、活用のための調査・研究・提案・実践

美術・工芸学科
絵画、彫刻、工芸の各専門基礎カリキュラムを横断的・並行的に学び、既存の領域間の
壁を取り払い、各領域においての素材・技法・表現手法の理解と融合を図り、これによ
り柔軟な発想と独創的な創作研究の深化を目的とした造形教育を行います。

定員 35名 建築・環境デザイン学科 定員 50名

大学院
博士（後期）課程
開設

造形学部
視覚デザイン学科
設置

造形学部
産業デザイン学科を
ものデザイン学科に
名称変更

造形学部
環境デザイン学科を
建築・環境デザイン学科に
名称変更

↓新学科・新コース設置
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金属工芸コース
彫金（ジュエリー）、鍛金、鋳金、テーブルウェア、インテリア装飾、オブジェ・モニュ
メントなどの立体造形研究及び制作

ランドスケープデザインコース
庭園、公園などのデザイン、ランドスケープデザイン、里地・里山復興のための研究・
実践

人を取り巻く空間と環境のデザインを学びます。対応する分野は幅広く、インテリア、
生活空間からコミュニティー空間、文化財の保存、まちづくり・都市計画・ランドスケ
ープ等のビッグプロジェクトまで多彩です。











第5回 日経アーキテクチュアコンペ
最優秀賞

　第５回日経アーキテクチュアコンペ（主催：日経アーキテ
クチュア）において、大学院の桑野洋紀くんの作品「棚田風
景に佇む東屋」が、最優秀賞に選ばれました。
　桑野くんの作品は、20歳代の応募者に与えられる最高
賞「立原道造賞」も同時受賞となりました。また、奨励賞に
は学部４年の廣田真治くん「新潟長岡市、雪国植物園に忍ぶ
植物との共存空間」、大学院２年の丹洋祐くん「藻場をのぞむ
海辺のガゼボ tori-structurelによる藻場再生ランドスケープ」
がそれぞれ入選（いずれも山下秀之研究室）。入選者全７名の
うち３名を本学山下研究室の学生が占める結果となりました。

J IA全国学生卒業設計コンクール2007

ベスト8、審査員特別賞（岸和郎賞）

　J IA全国学生卒業設計コンクール 2007（主催：日本建築家
協会）で、環境デザイン学科（現建築・環境デザイン学科）建
築デザインコース卒の梅木優さんの作品がベスト８に入り、
さらに審査員特別賞（岸和郎賞）を受賞しました。
　梅木さんは新潟県内大学卒業設計コンクールで金賞に選ば
れ、新潟県の学生代表として
全国大会にのぞみました。
　全国大会では、J IAの各地
域支部から選抜された全 55

推薦作品を対象に審査が行わ
れました。

第 45回 全国ファッションデザインコンテスト
文部科学大臣賞

　第 45回全国ファッションデザインコンテスト（主催：㈶
ドレスメーカー服飾教育振興会／学校法人杉野学園）のファ
ッションジュエリー部門で、大
学院修士課程１年の川嶋美保さ
んが文部科学大臣賞を受賞しま
した。
　このコンテストは、昭和 38

年から続く伝統あるもので、毎
年多くの才能豊かな人材を服飾
界に送り出しています。川嶋さ
んの作品はファッションジュエ
リー部門の計416点の応募作品
中、みごと第１位に輝きました。

エコ・プロダクツデザインコンペ2007

優秀賞

　エコ・プロダクツデザインコンペ 2007において、大学院
修士課程１年の稲田祐介くんの「紙を無駄にさせないプリン
ター」が、優秀賞を受賞しました。このコンペはプロのデザ
イナーも応募できるもので、なおかつ 360名を超える応募者
の中からの受賞となりました。
　エコ・プロダクツデザインコンペは、持続可能な循環型社
会を構築するために「環境配慮型商品」の開発を目指す 19の
企業が、新しい考え方・エコデザインの提案を募集するもの
です。

第4回 公共広告CM学生賞
テーマ賞、優秀賞

　第４回公共広告ＣＭ学生賞（主催：AC公共広告機構）に
おいて、視覚デザイン学科の学生がテーマ賞及び優秀賞を受
賞しました。応募作品は授業作品として学生がチームを組み、
制作されたものです。
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TOP ICS

2007. 11

2007. 10

2008. 3

2007. 10 2008. 4

2007. 12

最優秀賞受賞作品「棚田風景に佇む東屋」

テーマ賞「ちょっとだけ」30秒　角屋隆行チーム

2007.11.14 目黒雅叙園にて授賞式が行なわれました。

文部科学大臣賞受賞作品
「繋がる表情」

受賞作品「薔薇の園に Cube群像風景を：酒田市山居倉庫群に沿う女
性だけに許される園」

優秀賞「考えて欲しい。あなたのあたりまえ」30秒　山口泰平チーム

優秀賞受賞作品「紙を無駄にさせないプリンター」

編集・発行

受賞歴・活動歴の中からピックアップしてご紹介します。
※学年は受賞時のものです。
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第 82回国画会展
工芸の部入選

　第82回国画会展工芸の部（2008年4月23日鑑査）において
五十嵐文音さん（テキスタイルデザインコース４年）と今井
朝子さん（テキスタイルデザインコース卒）の作品が入選し
ました。
　五十嵐さんは初出品初入選。今井さんも今回が初の入選と
なりました。とくに五十嵐さんは在学中、初出品での入選で
あり快挙です。

Editor’s Note

　今まで発行しておりました、N I D N E W S、就活通信、
保護者会だより（N I D E S）、長岡造形大学校友会広報誌
（N I D A A）を統合し、新生『 NID News』という形で
情報を発信することになりました。
　学長に就任された、上山先生にインタビューをさせて
いただきました。非常に興味深いお話で、伺っている時
に何度も鳥肌がたちました。インタビューを終えた後は、
大学が銀河のように渦巻いて進
化する様を思い描いて、自分自
身も宇宙のパワーを得たような、
そんなすがすがしい気持ちにさ
せていただきました。

入選「光」（今井さんの作品）入選「藻」（五十嵐さんの作品）

表紙写真：「モナ・リザ」

〒940-2088　新潟県長岡市千秋 4丁目197番地
tel. 0258-21-3331  fax. 0258-21-3343　
e-mail: nyushi@nagaoka-id.ac.jp

http://www.nagaoka-id.ac.jp/
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